
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○研修会参加対象 ： 子育て中のお父さん・お母さん、子育てサークル･子育て支援センター関係者、ボランティア活動者、 
教育･学校関係者他、子育てに興味がある方ならどなたでも参加可。 

その他、長崎県社協賛助会員、各社会福祉施設関係者など 
 

○プログラム Ⅰ．基調講演 １３時４０分～１５時１５分まで（９５分）   

演 題「人・自然との豊かな関係性が、いのち・生きる希望を育む」 
講 師 金森 俊朗 氏（北陸学院大学人間総合学部幼児児童教育学科教授） 

Ⅱ．ワークショップ １５時３０分～１７時まで（９０分） 
テーマ「みんなで考えよういのち」（仮） 

 

 

 

 

 

 

○主催 社会福祉法人 長崎県社会福祉協議会 

○後援 長崎県、長崎県教育委員会、長崎県 PTA 連合会、長崎県社会福祉法人経営者協議会、長崎県老人福祉施設協議会、長崎県地域包括･在宅介護支援センター協議会、一般社団法人長崎県

知的障がい者福祉協会、長崎県身体障害児者施設協議会、長崎県授産施設協議会、長崎県精神障害者社会復帰施設協会、長崎県児童養護施設協議会、一般社団法人長崎県保育協会、長

崎県民生委員児童委員協議会、長崎県市町社会福祉協議会連絡協議会、長崎県里親会、長崎新聞社、毎日新聞社、読売新聞西部本社、朝日新聞社、NHK 長崎放送局、NBC 長崎放送、

ncc 長崎文化放送、株式会社テレビ長崎、株式会社長崎国際テレビ 

○協賛団体 社会福祉法人、各種施設、長崎県社会福祉協議会賛助会員企業 等 

 

H27 

2 8 (日) 
会場：長崎県総合福祉センター 

（長崎市茂里町 3-24） 

 

時間：13：30～17：00 

 

定員：200名(定員になり次第締め切り) 

ひとり親世帯の増加、ＤＶ、児童虐待、こどもの貧困・・・ 

今、こどもを取り巻く環境は多様化、深刻化しています。 

私たち大人が今一度“いのち”の大切さを理解し、地域全体でこどもを 

支えていくために何が必要か？ 

何ができるのか？を考える時間を共有しませんか？ 

その先には、さまざまな連携や新しい協働の形が見えてくるかもしれません。 

 “新着情報”欄をご参照ください→ よろ～でネット 

 



 
“いのち”を考える研修会 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

○開催趣旨 

   本県では「ココロねっこ運動」の展開や、小学校等で「い

のちの授業」が積極的に取り組まれてきました。また、その一

方で、様々な子育て支援事業への取り組みが県下各地で進んで

いますが、ひとり親世帯の増加や、深刻なＤＶ被害や児童虐待、

更にはこどもの貧困問題など、こどもを取り巻く環境は多様

化、深刻化しています。 

また近年、社会福祉施設を運営する社会福祉法人では、法人

のあり方に対する議論が整理され、地域貢献の必要性が問われ

ています。 

そこで、社会福祉法人の社会貢献の一環として、こどもを支

える様々な関係者（教育、学童、保育、子育て支援）や、社会

福祉協議会や各種施設関係者、民生委員･児童委員、行政、自

治会等関係者などが一同に介し、“いのち”の大切さを考える

とともに、こどもや子育て中の親達が抱える課題や、家庭や地

域社会と関係機関がどのように連携し、こどもの健全な育成を

推進していくことを目的として“いのちを考える研修会”を実

施いたします。 

 

 

○日程･内容 13 時 30 分 開会 

Ⅰ．基調講演 13 時 40 分～15 時 15 分 

「人・自然との豊かな関係性が、 

      いのち・生きる希望を育む」 

    講師 北陸学院大学 人間総合学部 幼児児童教育学科 

教授 金森 俊朗 氏 
 

Ⅱ．ワークショップ 15 時 30 分～17 時 

○テーマ「みんなで考えよういのち」（仮）      

○内容：参加者の皆様のグループワークによる意見･情報交換、

全体会 

 

○講師：金森 俊朗 氏 

金沢大学卒業、石川県内の小学校教師を歴任。1989

年より「いのちの授業」に取り組む。2008 年より

北陸学院大学教授。 

著書：いのちの教科書、希望の教室…金森学級から

のメッセージ、子どもの力は学びあってこそ

育つー金森学級 38 年―（以上は角川書店）、

その他多数 

参 加 申 込 書（ご記入の上、FAX か郵送にてお送りください） 

 
１．所属名                    
 
２． 

お名前  お名前  

役職名  役職名  

連絡先 TEL  FAX  

 

３．あてはまるものに丸をつけてください。 

（ 個人   行政  民生･児童委員   保育所・幼稚園   学校・教育関係   施設  社協  その他 ） 

ＦＡＸ ０９５－８４５－１１８１ 

FAX後は着信確認のため必ずお電話をお願いします。 

（ TEL ０９５-８４４-２０５６ 長崎県社会福祉協議会 施設団体課） 

お問合せ・申し込み先 

  長崎県社会福祉協議会 施設団体課 

  〒852-8555 長崎県長崎市茂里町３番２４号  

  ＴＥＬ: 095-844-2056  ＦＡＸ: 095-845-1181 

  E-mail ： sisetu@nagasaki-pref-shakyo.jp 

参加の事前申込方法 

下の参加申込書にご記入のうえ、ＦＡＸ又は郵送に

てお送りいただくか、メールにて必要事項（件名「研

修会参加申込」 ①お名前 ②電話番号 ③所属

名・役職）を送信してください。 
 

 

講師より、研修会に寄せて 

小さいころから、勉強・スポーツ・習い事での成績結果ばかりに目が向けられ、自己否定感や愛されていることの希

薄さが強まっています。日常にある小さな関係性の積み上げの中で、生き生かされているはずなのですが、それを掘

り起こし自覚させる子育て・教育が弱いのだと考えています。いくつかのエピソードを通して、暴力性を強めない豊

かな人格を育むために、今、子どもに関わる大人や諸機関ができることを、みなさんと一緒に考えたいと思います。 

 


